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アンプ内蔵ヴブウーファー 

SL-207 

取扱説明書 


お買い上げいただきまして、ありびとラございます。 
ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、 
正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られる巧にな証書、 
オンキヨーご相談窓□-修理窓□のご案内と 
ともに大切にな管してください。 
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才ーデイオ機器の正しい使いかた 


オーディオ機器を安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みください。 



絵表示の例 

A A 記号はミ主意(警告を含む)を促す巧容びぁ 
ることを告げるをのです。図の中に具体的 
なを意内容(左図の場をは感電ま意)び描か 
れています。 



® 記号は禁止の行為であることを告げるわ 
のです。図の中や近傍に具体的な禁止内容 
(左図の場含は分解禁止)び描かれています。 


を) 

〇 


♦記号は行為を強制したり指示する内容を 
告げるちのです。 

図の中や近傍に具体的な指示内容(左上図の 
場合は電源プラグをコンセントか5巧いて 
ください)び描かれています。 


A 警告 


2 


■ 故障したままの使用はしない 


暫原プラヴをコン tvh 
わ娜いてび城、 


•万一、煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状態のまま使巧すると、火災•感電 
の原因とな0ます。すぐに本機の電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントか5巧 
いて < ださい。 

煙び出な<なるのを確認して、販売店に修理を依頼して<ださい。 


■絶巧に裏ぶた、カバーははずさない、改造しない 




•本機の裏ぶた、カバーは絶対にはずさないでください。内部には電圧の高い部分びあり、感 
電の原因となります。内部の点検-整備-修理は販売店に依頼してください。 

• 本機を分解、改造しないでください。乂災-感電の原因となります。 


■ 10 0 V むがの電圧で使用しない 


0 


• 本機を使用でをるのは日本国内のみです。 

• 表示された電源電圧（交流1日日ボルト）かの電圧や船舶などの直流 （ DC ) 電源には絶対 
に接続しないで<ださい。火災-感電の原因とな0ます。 


■ 放熱を巧げない 


0 


• 本機の通風孔をふさびないでください。通風孔をふさぐと内部に熱びこをり、火災の原因とな 
ることびあ0ます。本機には内部の温度上昇を防ぐため、ケースに通風孔びあけてあ0ます。 
次の点に気を付けてご使巧ください。 

•本機を逆さまや横倒しにして使巧しないでください。 

•本機を語:置する場合は、壁か51日 cmULL の間隔をおいてください。また、放熱をよくする 
ために、イ也の機器との間は、かし離して置いてください。 


■ 電源コードを傷つけたり、加工しない 


A 

0 


•電源コードび傷んだ5 (お線の霞出、断線など）販売店に交換をご依頼<ださい。 

そのまま使巧すると火災-感電の原因とな0ます。 

• 電源コードの上に重いわのをのせたり、コードび本機の下敷にな5ないよラにしてくださ 
し、コードに傷びついて、火災•感電の原因とな0ます。コードの上を敷物などで覆ラこと 
により、それに気付かず、重いものをのせてしまラことびあります。 

•電源コードを傷つけた0たり、加工したり、無理に巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、 
加熱した0しないでください。コードび破損して、乂災•感電の原因となります。 


■ 中に物を入れない 

Q 


• 本機の内部に金属類や燃えやすいものを差し込んだり、落とし込んだりしないでください。 
火災-感電の原因とな0ます。特にお子様のいるご家庭ではごま意ください。 
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■ 中に水や異物が入った日 


A® 


•万一、本機の内部に水や異物び入った場合は、すぐに本機の電源スイッチを切り、電源プラ 
グをコンセントか5抜いて販売店にご連絡ください。 


雷ラクちコンセント 
わ' 61S いてッ斌、 


■ 水の入った容器を置かない 


Q 


•本機の上に巧びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った容器やルさな金属物を 
置かないでください。中に入った場合、乂災•感電の原因となります。 


■ 水のかかるところに置かない 


曾) 

Q 


水場での 
博巧禁止 

水めれ禁止 


• 風呂場では使巧しないでください。火災-感電の原因とな0ます。 

•本機は屋内専巧に設計されています。城5さないようにごま意ください。内部に水び入る 
と、火災•感電の原因となります。 


心ち意 


■ 設置上のを意 

0 


•強度の足りない台やぐ5ついた0、傾いた0した所など、不安定な場所に置かないでくださ 
し、落ちた0、倒れたりして、けびの原因となることがあ0ます。 


■ 次のよラな場巧に置かない 


Q 


• 湿気やほこりの多い場所に置かないでください。火災•感電の原因となることびあ0ます。 

• 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気び当たるよラな場所に置かないでください。火災■感 
電の原因となることがあ0ます。 


■ 接続について 


A 

■ 使用上のま意 


Q 


• 本機を他のオーディオ機器やテレビなどの機器に接続する場をは、それぞれの機器の取扱説 
明書をよく読み、電源スイッチを切り、説明に従って接続してください。また接続は指定の 
コードを使用してください。指定政がのコードを使用した0コードを延長したりすると、発 
熱し、やけどの原因となることびあります。 


• 電源を入れる前には音量調整ツマミを最ルにしてください。過大入力でスピーカーを破損し 
たり、突然大きな音び出て聴力障害などの原因となることびあります。 

• 長時間音び歪んだ状態で使わないでください。スピーカー等び発熱し、火災の原因となるこ 
とびあります。 

• 音量を上げすぎないよラにごミち意ください。耳を刺激するよラな大きな音量で長時間続けて 
聴くと、聴力に悪い影響を与えることびあります。 

•本機に乗ったり、ぶら下びったりしないでくださし、特にお子様にはごま意ください。倒れ 
たり、こわれたりして、けびの原因となることがあ0ます。 

•キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、磁気を利用した製品を近づけないでください。 
スピーカーの磁気の影響で使えなくなったり、データび消失することがあ0ます。 


■ 電源コード、電源プラグのま意 


0 

© 


•電源コードを熱器具に近付けないでくださし、コードの被覆び溶けて、乂災•感電の原因と 
なることびあります。 

• 城れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となることびあります。 
•電源プラグを抜くとさは、電源コードを引っ張5ないでください。コードび傷つを、火災- 
感電の原因となることびあります。必ずプラグを持って抜いてください。 

• 電源]-ドを束ねた状態で使用しないでください。発熱し、火災の原因となることびあります。 

• 旅などで長期間、本機をご使用にな5ないとさは、安全のため必ず電源プラグをコンセン 
電源ブラク巧コ トか5抜いてください。火災の原因となることびあ0ます。 

Iン、复^:グ與•移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントか5抜を、機器間の 
了接続コードなどが部の接続コードを外してか5巧ってください。コードび傷つを、乂災■感 
電の原因となることがあ0ます。 


■ 点検について—— 

© 電源乃ク巧コ 
ンセントか5巧 
ぃてな:でぃ 

A 


• お手入れの際は、安全のため電源プラグをコンセントか5抜いて巧ってください。感電の原 
因となることびあ0ます。 


•電源プラグにほこりびたまると自然発火（トラッキング現象）を起こすことび知5れていま 
す。年に数回、定期的にプラグのほこ0を取0除いてください。梅雨期前び効果的です。 
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主な特長 


■ 新技術「置 i「Drive TechnologyJ を探用 

「Air Drive Technology *] を採用ずることにより、重むびほくスピード感あふれる超化音を再生しまず。 

Air Drive Technologyttt 、 「空気をしぶ、に駆動するか」という発想で、重むびほくより八イスピードなほ音を実現さ 
せるオンキ3—独自の巧術の総称です。 

SL - 吕07では、ダクトお巧を細長いス U ットあ状にすることにより、空気に十分な負荷をかけ、重むびほくスピード感あ 
'5、れる超ほ音を再生します。また、この技術によ D ダクトか5の風切り音などの音質に悪霞響を及ぼず不要なノイズを極 
限まで低減させ、ほ域再生範囲のお大ちあわせて実現させています。 

■ カットオフフィルター ( FILTER / D 旧 ECT ) 切り換え採用 

カットオフフィルター切り換えを roiRECTJ にずることにより、 AV アンプのサブウーファー出力端子から 
出力される信号を忠実に再生、ル型スピーカーにをバランス良く対応しまず。 

■ LINE OUTPUT 端子装備 

LINE OUTPUT 端子により、サブウーファーの増設び可能で、超巧音を強調することびでさます。 


付属品 

ご使用の前に次の付属品びそろっていることをおおかめください。 
() 内の数字は数量を表しています。 


♦接続巧ピンコード 3 m (1) 



♦取扱説明書（本書 1) 

♦な罰書 （1) 

♦オンキヨーご相談窓口 •修理窓口のご案内 （1) 


付属のコルクスぺーヴーの使いかた 



よ0良い音でお楽しみいただくために、付属のコルクス 
ペーサーのご使用をおすすめしまず。 

コルクスペーサーを使用ずることですベ D にくく安定し 
て設置することびで舌ます。 

本機底面の四隅にコルクスペーサーを貼0付けて使用し 
てください。 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽も、時間と場所によっては気になるものです。 

隣り近所への配慮を十分にしましょラ。特に静かな夜間には窓を閉めたり、 
へッドホンをご使用になるのを一つのち法でず。 

お互いにむを配り、快い生ま環境を守りましよラ。 
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る部の名前と働を 


電源インジケーター 

電源び入っていると去 
緑色に点なします。 


バワー 

電源スイッチ ( POWER ) 

本機の電源をオン/オフします。 


アウトプット レベル 

音量調整ツマミ (OUTPUT LEVEL ) 

本機の音量を調舊します。 




カットオフフィルター切換スイッチ 

フィルター ダイレクト 

( FILTER / DIRECT ) 

本磯に内蔵している高域をカットずる 
フィルターのオン/オフを切り換える 
スイッチです。 

フィルター 

且円 LTER :カットオフフィルター 
び働をます。 

ブイレクト 

■DIRECT. カットオフフィルターは 
働さません。 

AV アンプなどのサブウー 
ファー信号をそのまま忠 
実に再生します。 


カットオフ周波数調碧ツマミ 

フ u — ケンシー 

( FREQUENCY ) 

カットオフフィルター切換スイッチび 
「里 FILTER 」 のときに、カットする周波 
数を変えるツマミです。己 OHz 〜200 Hz ま 
での間で連続的に調整できます。]目盛は 
1己 Hz をざみになっています。 

一 

ごま意 

カットオフフィルター切換スイッチび 
「―>0旧 ECT 」 のとさは調整でをません。 


スピーカー レベル入力端子 

スピーカー レベル インプット 

(SPEAKER LEVEL INPUT ) 

AV アンプまたはレシーバーのスピーカー 
出力端子と接続します。 


ライン入力端子 

ラインインプット 

(LINE INPUT ) 

AV アンプなどのサブウーファー 


出力を接続する端子です。 


— SPEAKER し EVE し一 


INPUT FROM AMP^ECEIVEfl 


□[ 


99 


OUTPUT TO SPEAKERS 


@ 


INPUT (MONO) 


OUTPUT (MONO) 


スピーカー レベル出力端子 

スピーカー レベル アウトプット 

(SPEAKER LEVEL OUTPUT ) 

お手持ちの左ちスピーカーと接続する端子です。 
スピーカーレベル入力端子に入力された信号び 
出力されます。 


ライン アウトプット 

ライン出力端モ (LINE OUTPUT ) 

サブウーファーを増設するとをに使巧 
する端子です。増設するサブウーファー 
の入力端子と接続します。 

ライン入力端テに入力された信号び出力 
されます。 


通 

目印線側を、家庭用電源コンセント I 


家庭用電源 

コンセント 



の溝の長い方(アース側)へ差し込む。 


アース 側 


より良い音で聞いていただくために 

本機の電源 コー ドはより良い音で聞いていただくために、極性の管理がされています。電源 コー ドの目印線 
側を家庭用の電源コンセントの溝の長いほラに合わせて差し込んで<ださい。家庭用電源コンたントの溝の 
長さが同じ場合はどちらを接続してちかまいません。 
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接続をする 


安全のため、 ずべての接続び終わるまで本機および他の機器の電源は切っておいてください。 



サラウンド再生機能のついた AV アンプやレシーバーと組み合わせる場合は、必ずサブウーファー端テ 
(SUBWOOFER PRE OUT ) から、付属の接続用ピンコードで本機のライン入力端子 （LINE INPUT ) に 
接続します。詳しい接続ち法はお手持ちの機器の取扱説明書をご覧ください。 


SL -207 



こので法で接続する場含は、 AV アンプなどの高域びカツトされた信号を忠実に再生するため、本機のカツトオフフィルター 

タイレクト 

切換スイッチを旧 ECT 」 でご使用になることをおすすめします。 
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ち続をする 


ス ピーカー端モか5の接綜 

\_ J 

ご使用のアンプやレシーパ'-などにサブウーファー端子やライン出力端モ (PRE OUT ) び無い場合の接続 
ち法でず。 


準備 


スピーカーコー ドの被覆を 
10 mm カツトずる 


10mm 




しん線の巧端をしっかりと 
ぶじる 



〇スピーカーコードを使用して、本機のスピーカーレベル入力端子とアンプのスピーカー端テを接続します。 
©お手持ちの左ちのスピーカーは、本機のスピーカーレベル出力端子に接続しまず。 


ヒン 


この方法で接続する場合は、アンプからの信号は高域びカツトされていませんので、本機のカツトオフフィルター切換ス 

フィルター 

イッチを「且円 LTER 」 でご使巧ください。 


ごま意 

•スピーカーコードの十/一 、 L (左 ） R (ち）を間違えないよラに確実に接続してください。十/一を間違えますと低音感 
び損なわれます。 

. 本機のスピーカー出力端子にスピーカーを接続する場含は、本機のスピーカーレベル入力端テに接続するアンプの表示 
より低いインピーダンスのスピーカーをつなぐと故障の原因となります。 

• スピーカーコードの接続は、しん線部び隣の端モや金属部に触れていないかよ<確認して 
ください。接触したまま動作させるとアンプの故障の原因となりまず。 

.目 TL 接続のアンプはご使用にな5ないでください。アンス本機とも故障の原因となりま 
ず。一般のアンプは目 TL ではありません。詳しくはご使用になるアンプの取扱説明書をご 
参照ください。 
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設置について 


サブウーファーは置く場所により効果び大きく異なりまず。 

再生されるほ音の質や量はサブウーファーの設置場所と視聴位置の両方に大を<影響されますので、視聴し 
てまめていただくことをおすすめしますび、一般的に部屋の隅、または部屋の1/3の場所に設置するのび最 
ち効果的です。 

下図は一般的な設置例です。 


部屋の隅、または部屋の1/3の場巧に 
置いたとき、良い結まびえ5れまず。 



サブウーファーを2台設置しますと、定在波び起こりにくくなります。 

部屋の空気を駆動ずるポイントび1点ではなく、別のポイントを同時に駆動することにより定在波のモードを 
崩すことびでさ、場所による極端な音圧差を解消できます。また、得られる最大音圧も2倍になりまずので、 

2台設置することは大変効果的でず。 

また、ご視聴によって設置場所や視聴位置をまめる場合はなのよラに行ってください。 

設置したい場所に本機を一旦置を、すべての接続び終了したを（日、7ページ参照）、質の良い巧音び入った 
映画や音楽ソースの分かりやすい部分をリピート再生して、部屋の中をあちこち移動してみてください。定 
在波の影響により、部屋の中で低音びよく響く所とそうでなし)所びはっきりわかるはずでず。ほ音の良く出 
ている巧びわかったら、そこに本機を設置してください。視聴位置を同じちまでまめまず。 
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調整のしかた 


サブウーファーの効果について 


お手持ちのスピーカーにサフウーファーを付け加えることで、ほ音域の再を帯域を広げることびできます。 
ただし、サブウーファーの再生帯域（本機のカットオフフイルター切換スイッチび 「 WALTER 」 になって 
いるとき）、音量レベルび適切でない場合は、下図のように総合特性に舌 L れを生じることびあります。 


サブウーファーの再生帯域び適切な場合 


サブウーファーの再生帯域がスピーカーの再生帯 
域と離れている場合 


総を特性 

/ 


くぼみび生じる 

/ 

/ 



/ \/スピーカーの特性 


/ X 

/ / \ 

/ / サブウーファーの特性 


改善策 

カツトオフ周波数調整ツマミ （ FREQUENCY ) で、 

カツトオフ周波数を高くしてください。 

サブウーファーの 音量 レベルが適切でない場合 

ヴブウーファーの再生帯域がスピーカーの再生帯 
域に近づいている場合 

大さい場含 


ふく5みび生じる 

寺 

/ 戸 

j ! X \ \ルさい場合 


rT\ 

改善策 

音量調整ツマミ（日 UTPUT LEVEL ) で、音量を調 
整してください。 


改善策 

カツトオフ周波数調整ツマミ （ FREQUENCY ) で、 

カツトオフ周波数をおくしてください。 


カットオフ周波数、音量レベルの調壁のしかた 


サブウーファーを設置する部屋の状況や組み合わせるスピーカーの種類に応じて、カットオフ周波数と音量 
レベルの調整を行ってください。また、超低音は刺激び少ないためつい音量レベルを上げすざる可能性びあ 
ります。少し控えめぐらいびちょうど良いバランスになります。（過大入力防止の点からもおすすめします。） 


例： D - 207 F 、 D - 207 C 、 D - 207 M と組み合わせた場合の調整 
(最も一般的な接続の場合、6ページ参照） 



ヒン 


この調整例は、 D -2 日 7 F 、 D -207 C 、 D -2 日 7 M と組み合わ 
せた場合の調整方法ですので、実際にご使用になるスピー 
力ーシステムに含わせて調整を行ってください。 


ごま意 

過大入力び入5ないようにごま意ください。常識を越える過大入力に対しては故障の原因になりますのでごま意ください。 
また、接続するアンプによってはスイッチ類を切0換えるとを、ノイズを発生することがあ0ます。このノイズはスピー 
カーを破損する原因にちなりまずので、スイッチ類を操作するとさは、ボ U ュームを一旦絞ってから切0換えるよラにし 
て < ださい。 
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取り扱いについて 


■ お手入れについて 

本機の表面は時々柔らかい巧でからぶきしてくださ 
い。ミちれびひどいときは、中性洗剤をラすめた液 
に、柔らかい巧を浸し、固く絞って巧れをふさ取っ 
たあと乾いた巧で仕上げをしてください。固い巧 
や、シンナー、アルコールなど揮発性のものは、ご 
使用にならないで < ださい。 

化学ぞラさんなどをお使いになる場合は、それに添 
付のま意書さなどをお読みください。 

■ カラーテレビ やパソコンとの近接使用について 

一般にカラーテレビやパソコンに使用されているブ 
ラウン管は、地磁気の影響を受けるほどデ1」ケート 
なをのでずので、スピーカーを近づけて使用する 
と、画面に色むらやひずみび発生することびありま 
す。 

本機は（社）電モ情報技術産業協会 （ JEITA ) (旧 
(社）曰本電モ機械工業会 ( EIAJ )) の技術基準に 
適合した防磁設計を施していますび、サブウー 
ファーの一般的な使用状況からみて、ブラウン管の 
真横などに設置をしないことを前提に設計されてお 
りまず。そのため、ブラウン管の近くに設置するこ 
とのをいセンタースピーカーに比べ、防磁レベルび 
ほくなっていまず。 

設置の際には、ブラウン管の真横に置かないでくだ 
さい。その他の設置のしかたによって、色むらび生 
じる場合は、一度テレビの電源を切り、 ] 已分〜30 
分後に再びスイッチを入れてください。テレビの自 
己消磁機能によって画面への影響び改善されます。 
その後を色むらび残る場合はスピーカーをテレビか 
ら離してください。また、近くに磁石など磁気を発生 
するをのびあると本機との相互作用により、テレビに 
色むらび発生する場合びありますので設置にごミ主意く 
ださい。 

■ 設置上のごま意 

• 本機のキャビネットは木工製品でずので、温度や 
湿度の極端に高いところやほいところは好ましく 
ありません。直射日光の当たる所や;令暖房機具の 
近く、ミ谷室や台所の近くなど、湿気のをいところ 
は避けてください。 

•振動や傾斜のないしっかりとしたところに置いて 
ください。 

•本機には滑り止めスぺーサーび4個付属していま 
す。フ n - u ングの部屋に設置ずる場合は、この 
スぺーサーを底面4隅に張り付けますとキズを防止 
するととちに、安定して置くことびでさます。た 
だし、設置する場所によりスペーサーの跡び残る 
ことびありまずのでごミ主意ください。 

• レコードプレーヤーや C □プレーヤーのそばで本機を 
使用したとさ、八ウ I 」ングや音飛び現象び起こるこ 
とびあります。そのとさはプレーヤーと本機の距離 
を離ずか、本機の音量を下げてお使いください。 


■ 取り扱い上のごま意 

本機を持ち運ぶときは下の図のよラに、必ず本体の 
前と後を両手で持っておこなってください。誤った 
持ち運びかたをされますと、本体底面に設けられて 
いるスピーカーを指で破損する恐れびあります。ま 
た、本体と台の間に物を入れないでください。故障 
の原因となります。 



■ 使用上のごを意 

アンプのトーンコント□-ルやグラフ イッ クイコラ 
イヴー等でほ域を極端にブースト（増強）したり、 
ほ域び異常に強調された特殊なソースを再ちした場 
合、本来の信号(外に異常な音び発生する場合びあ 
りまず。これはスピーカーユニットの限界を超えた 
時に発生する「ばた付き」び起こっているためで、 
故障ではありません。 

しかし、このよラな状態でご使用になると、スピー 
力 ーユニッ 卜破損の原因となりまずので音量を下げ 
てご使用 < ださい。 
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困つたとをは 


まず下の表で点検してみてください。接続した他機に原因がある場合もありまずので、他機の取扱説明書も 
参照しなが目あわせてご確認ください。 


電源 


電源が入 5 ない 

• 電源プラグびコンセントか5抜けていないか確認してくださし、 


音声 

ほ音が出力されない/小をい_ 

•接続用ピンコードのプラグび正しく奥まで差し込まれているか確認してください。 

•音量調整ツマミ（日 UTPUT LEVEL ) の位置を確認してください。 

•スピーカーコードび正しく接続されているか確認してください。 

• スピーカー設定び巧能な AV アンプなどと接続してし'!る場合、 AV アンプ側のスピーカー設定び「サブウーファー無し」 
に設定されていないか確認してください。 

•接続している AV アンプの出カレベルを確認してください。 

•低音の入っているソースを再生してください。 

プーンというハム音が出る_ 

•接続用ピンコードのプラグび正しく輿まで差し込まれているか確認してください。 

•本機の近くにテレビなどの誘導雑音を発生する機器びないか確認してください。 


まな仕様 


お式 
用途 

定格周波数範囲 

ク□スオーバー周波数 
実用最大出力 
入カインピーダンス 

入力感度 

使用ス ピーカー 


アンプ内蔵 バスレフ型 
超ほ域再生専用 
FILTER : 28 Hz 〜200 Hz 
DIRECT : 28比〜1 kHz 
已 OHz 〜200 Hz (可変） 

7已 W (5 D - EIAJ ) 
スピーカー入力： 4.7 kn 
ライン入力：已 4 kD 
スピーカー入力： 2 V 
ライン入力：日 8 mV 
20 cm ウーファー 


電源 

消費電力 

夕访ミ寸法 ( WXHXD ) 

質量 

付属品 


その他 


A 巳] 0 0 V (已0/己 OHz ) 

已 0 W 簡気用品ま全まほ術基準) 
236 x 441 X 441 mm 

12.巳1<呂 

接続用ピンコード （1) 

スペーヴー （4) 
取扱説明書（本書 1) 

オンキヨーご相談窓 □• 
修理窓□のご案内 （1) 
保証書 （1) 

防磁対応 ( EIAJ ) 


《仕様および外観は性能向上のため予告なく変更することびあ0ます。 
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修埋について 


保証書 


この製品には保証書を別途添付していまずので、お 
買い上げの際にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いたださ大 
切に保管してください。 

保証期間は、ぉ買ぃ上げ曰ょり1年間です。 

調子び悪いとさは 


意がな操作 S スび故障と思われています。 

この取扱説明書ををラー度よくお読みいただを、お 
調べください。本機 Li (外の原因も考えられまず。ご 
使用の他のオーディオ製品ちあわせてお調べくださ 
い。それでちなお異常のあるとをは、必ず電源プラ 
グを抜いてから修理を依頼してください。 

保証期間中の修理は 


万一、故障や異常び生じたとさは、商品と保証書を 
ご持参ご提示のラえ、お買い上げの販売店または、 
当社サービスステーションにご依頼ください。詳細 
は保証書をご覧ください。 

修理を依頼されるとさは 


「おところ」「お名前」「電話番号」「製品名 SL - 
207」「故障または異常の内容」をできるだけ詳し 
くお買い上げ店、または当社サービスステーション 
までご連絡ください。 


保証期間経過後の修理は 


お買い上げ店、または当社サービスステーションに 
ご巧談ください。修理によって機能び維持できる場 
合はお客様のご要望により有料修理致します。 

補修用性能部品の保有期間について 

当社では本機の捕修用性能部品を製造巧ち切り後最 
低8年間保有しています。この期間は経済産業省の 
指導によるちのです。性能部品とはその製品の機能 
を維持するために必要な部品です。保ち期間経過後 
でち、故障箇所によっては修理可能の場合びありま 
ずのでお買い上げ店、または当社サービスステー 
ションにご相談ください。 

修理を依頼されるとさは、下記事項をお買い上げ 
店、または当社サービスステーションまでお知らせ 
くださし、。 

^お名前 

^お電話ま号 

►•ご住巧 

►►製品名 I SL - 207 I 
►できるだけ詳しい故障状況 


ご購入された時にご記入< ださい。 

修理を依頼されるとさなどに、お役に立ちます。 

購入年月日： 年月 曰 

ご購入店名：_ 

Tel. ( ) 

メモ： 


ONKYO 


-脯巧を杜 

本社大阪府寝屋 J 11市日新町 2- 1干己 72-8540 

製品の故障や修理についてのお問い合わせ巧： 

お買い上げの販売店もしくは、 r オンキヨーご相談窓口•修理窓□のご案内」記載の最寄りのサービス 
ステーシ ヨンへ お申し出ください。 

参東京サービスセンター 巧 03(3861)81 21♦大阪サービスセンター 巧 072 (831 )8080 



SN 29343473 
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